
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������

22222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000099999999999999999999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求とととととととととととととととととととととととととととととととと提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
道
の「
強
制
的
な
指
導
・
助
言
・
介
入
」行
う
な

１１
月
１９
日
、
自
治
労
北
海
道
本
部
は
２
０
０
９
年
度

道
政
へ
の
「
要
求
と
提
言
」
に
つ
い
て
、
道
と
意
見
交

換
（
交
渉
）
を
行
っ
た
。

今
年
の
意
見
交
換
は
、
特

に
道
本
部
が
重
点
課
題
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
、『
自
治

体
財
政
健
全
化
法
に
つ
い

て
』
で
、
来
年
度
早
期
健
全

化
団
体
に
な
る
可
能
性
が
高

い
自
治
体
の
単
組
代
表
者
５

人
を
交
え
て
の
意
見
交
換
と

な
っ
た
。

道
本
部
か
ら
、
自
治
体
財

政
健
全
化
法
の
も
と
で
作
成

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
財
政
健

全
化
計
画
等
に
つ
い
て
、「
強

制
的
な
指
導
・
助
言
・
介

入
」
を
行
わ
な
い
こ
と
を
強

く
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
北
海
道

企
画
振
興
部
市
町
村
課
市
町

村
財
政
健
全
化
支
援
室
長

は
、「
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
適
切
と
認
め
る
技
術

的
な
助
言
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
指
導
・
指
示
・
介
入
を

行
う
も
の
で
は
な
い
」
と
回

答
し
た
。

さ
ら
に
、道
本
部
か
ら「
公

立
病
院
健
全
化
計
画
の
支
庁

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の
際
、給
与
・
手

当
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
指
導

を
行
っ
た
事
実
が
あ
る
」と

指
摘
し
、見
解
を
質
し
た
。

室
長
は
、「
自
治
体
が
自
主

的
に
決
定
し
、住
民（
議
会
）

の
理
解
を
得
て
い
る
こ
と
に

関
し
て
、
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
。
支
庁
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

な
ど
で
の
誤
解
を
招
く
よ
う

な
発
言
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば

指
導
を
す
る
」
と
答
え
た
。

最
後
に
、
杉
谷
副
委
員
長

が
、「
自
治
体
が
自
主
的
に
住

民
の
理
解
を
得
て
決
め
た
計

画
に
つ
い
て
、
必
要
以
上
の

指
導
を
行
わ
な
い
こ
と
」
と

述
べ
、「
１１
月
１３
日
の
国
会
・

衆
議
院
総
務
委
員
会
で
森
本

議
員
（
自
治
労
協
力
国
会
議

員
）
の
質
問
に
対
し
て
、
鳩

山
総
務
大
臣
が
『
人
件
費

は
、
自
治
体
財
政
悪
化
の
主

た
る
要
素
で
は
な
い
』
と
答

弁
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
対

応
を
お
願
い
す
る
」
と
要
請

し
て
重
点
課
題
の
意
見
交
換

（
交
渉
）を
締
め
く
く
っ
た
。

道との意見交換は、課題別に毎年行っている＝１１月１９日、道庁

裁
判
員
制
度
、い
よ
い
よ
今
月
、自
分

の
手
元
に
通
知
が
届
く
か
も
知
れ
な

い
。
札
幌
地
裁
の
ア
ン
ケ
ー
ト
３
人
に

１
人
は
参
加
し
た
く
な
い
と
率
直
な
回

答
。
絶
対
に
し
た
く
な
い
と
答
え
た
人

も
い
る
。
説
明
会
で
不
安
取
り
除
い
て

い
き
た
い
と
言
う
が
ど
う
な
る
の
か
。

米
大
統
領
に
選
ば
れ
た
オ
バ
マ
は
、

人
々
が
必
要
と
す
る
も
の
に
気
付
い
て

い
た
か
ら
大
き
な
支
持
を
得
た
。
ぐ
ら

ぐ
ら
音
を
た
て
て
揺
れ
て
い
る
麻
生
内

閣
。
国
民
が
必
要
と
す
る
も
の
を
気
付

い
て
い
な
い
か
ら
揺
れ
続
け
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
？

自治労
共 済

自
治
労
共
済
道
支
部
は
、

１１
月
２５
日
事
務
担
当
者
会
議

を
開
き
、
１
０
９
単
組
・
加

入
団
体
１
３
４
人
が
参
加
し

た
。今

回
は
、
退
職
者
に
向
け

た
３
年
目
の
取
り
扱
い
、
自

動
車
共
済
の
事
務
処
理
等
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
。

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
者

向
け
に
行
っ
て
き
た
長
期
共

済
の
特
例
加
入
に
つ
い
て

は
、
０９
年
４
月
１
日
時
点
で

満
５７
歳
の
団
体
生
命
共
済
加

入
者
・
長
期
共
済
未
加
入
者

が
、
最
後
の
対
象
者
と
な

り
、
２
０
１
０
年
３
月
発
効

ま
で
の
期
間
限
定
で
長
期
共

済
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。（
加
入
要
件
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
所
属

の
組
合
に
お
問
合

せ
下
さ
い
）

自
動
車
共
済
に

つ
い
て
は
、
０９
年

４
月
発
効
か
ら
、

新
事
務
処
理
が
は

じ
ま
り
、
継
続
帳

票
が
、
継
続
（
変

更
解
約
）
申
込
書

に
変
更
と
な
る
こ

と
配
布
・
回
収
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
の
説
明
を
行
っ
た
。

２
０
０
９
年
か
ら
導
入
さ
れ
る

い
わ
ゆ
る
「
裁
判
員
制
度
」
に
は

根
源
的
な
問
題
が
内
包
し
、
更
に

は
、
裁
判
員
休
暇
制
度
な
ど
雇
用

関
係
に
影
響
が
な
い
よ
う
な
法
の

改
善
や
、
運
用
で
の
措
置
が
求
め

ら
れ
る
。

さ
て
、
裁
判
員
は
市
民
の
健
全

な
感
覚（「
私
の
感
覚
」、以
下
「
素

人
の
感
覚
」）で
刑
事
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

そ
の
感
覚
は
、
裁
判
官
（
以
下

「
玄
人
の
感
覚
」）と
の
有
罪
か
、

無
罪
及
び
量
刑
（
死
刑
な
の
か
、

懲
役
何
年
に
す
る
か
、
直
ち
に
刑

務
所
に
服
役
さ
せ
る
か
、
等
）
を

協
議
す
る「
評
議（
裁
判
官
と
一
緒

に
議
論
す
る
場
で
、
裁
判
員
と
し

て
発
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）」

の
場
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
。

「
評
議
」
の
場
に
お
い
て
素
人

の
感
覚
が
玄
人
の
感
覚
に
流
さ
れ

て
し
ま
い
、
玄
人
の
感
覚
に
従
う

結
果
と
な
る
こ
と
は
十
分
に
予
想

さ
れ
る
。

そ
こ
で
、「
裁
判
員
の
心
が
ま

え
」
と
し
て
は
、「
素
人
の
感
覚
だ

か
ら
と
い
う
こ
と
で
萎
縮
し
て

「
玄
人
の
感
覚
」
に
流
さ
れ
な
い

よ
う
積
極
的
に
意
見
を
表
明
す
べ

き
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
裁
判
員
の
判
断
は
被

告
人
及
び
そ
の
家
族
の
人
生
に
対

し
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
裁
判
員
は
誠
実
か

つ
真
剣
な
態
度
で
「
評
議
」
に
臨

む
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
、「
制
度
即
解
・
裁
判
員

に
な
っ
て
も
あ
わ
て
な
い
本
」（
四

宮
啓
監
修
、
平
凡
社
。
Ｂ
６
判
、

５
４
６
円
）
は
わ
か
り
や
す
い
入

門
書
と
し
て
お
薦
め
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
の
心
が
ま
え

自
治
労
北
海
道
本
部
顧
問
弁
護
士

野
田

信
彦

長長長長長長長長長長長長
期期期期期期期期期期期期
共共共共共共共共共共共共
済済済済済済済済済済済済
のののののののののののの
特特特特特特特特特特特特
例例例例例例例例例例例例
加加加加加加加加加加加加
入入入入入入入入入入入入

自自自自自自自自自自自自
動動動動動動動動動動動動
車車車車車車車車車車車車
共共共共共共共共共共共共
済済済済済済済済済済済済
のののののののののののの
新新新新新新新新新新新新
事事事事事事事事事事事事
務務務務務務務務務務務務
処処処処処処処処処処処処
理理理理理理理理理理理理

朔 風

で
担
当
者
会
議

北見市長選挙に支援を！

今
こ
そ
市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り

担当者会議には、１３４人が参加した＝１１月２５
日、自治労会館

JICHIRO スケジュール
２００８年１２月

１日�月 地公三者共闘２００９年度総会（札幌市）
６日�土 峰崎直樹国政報告会（札幌市）

もんじゅ廃炉を求める全国集会（福井県）
北海道福祉ユニオン第９回定期大会（札幌市）

７日�日 自治労青年女性オキナワ平和の旅
（～９日、沖縄県）

８日�月 第１回労働安全衛生・職業病対策委員会
（札幌市）

第１回組織強化委員会（札幌市）
９日�火 第４回執行委員会（札幌市）

「安さ」だけでは
ありません

自
治
労
共
済
の
自
動
車
共
済
は
、
全
国

に
査
定
専
門
員
を
配
置
し
て
、
事
故
処

理
に
迅
速
に
対
応
。
さ
ら
に
組
合
員
の

「
失
職
」
を
防
ぐ
た
め
に
顧
問
弁
護
士

と
組
合
が
協
力
し
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

前
市
長
の
辞
任
に
伴
う
北
見
市

長
選
が
、
１２
月
１４
日
告
示
、
２１
日

投
票
で
行
わ
れ
る
。
自
治
労
道
本

部
は
、
小
谷
つ
ね
ひ
こ
さ
ん
を
推

薦
決
定
し
、
全
力
で
支
援
す
る
。

小
谷
つ
ね
ひ
こ
さ
ん
は
、
北
見

市
民
の
安
全
や
安
心
を
取
り
戻
す

た
め
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

実
現
を
め
ざ
し
、
１１
月
１８
日
、
立

候
補
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

�
略
歴
�

■
１
９
４
６
年
生
ま
れ
６２
歳
。

１
９
６
９
年
北
見
市
役
所
勤

務
。
１
９
９
１
年
北
見
市
議

会
議
員
（
３
期
）。２
０
０
３

年
北
海
道
議
会
議
員
（
現
在

２
期
目
）。

■
１
９
８
３
年
北
見
市
職
労
委

員
長
（
３
期
）。１
９
９
１
年

か
ら
、
北
見
市
職
労
特
別
執

行
委
員
。

道本部ホームページ
自治労共済の自動車共済

１２月１４日告示・２１日投票詳しくは組合まで

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

こ
た
に

私の視点
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安
心
安安
心心

職
場
職職
場場

働働働

社保労
全
国
社
会
保
険
職
員
労
働

組
合
北
海
道
支
部
（
以
下
、

社
保
労
）
２
０
０
９
年
度
定

期
大
会
が
、
１１
月
１５
日
北
農

健
保
会
館
で
開
か
れ
、
４４
人

が
参
加
し
た
。

社
保
労
は
、
２
０
０
７
年

４
月
の
全
国
社
保
労
結
成
以

降
、
国
民
・
利
用
者
の
視
点

に
た
っ
た
社
会
保
険
庁
改
革

の
推
進
と
、
そ
の
改
革
を
現

場
か
ら
実
践
し
て
い
る
組
合

員
の
雇
用
の
場
を
確
保
す
る

こ
と
を
最
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
、
全
力
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

１０
月
に
全
国
健
康
保
険
協

会
の
設
立
と
保
険
指
導
監
査

業
務
が
、
地
方
厚
生
局
に
移

管
さ
れ
、
さ
ら
に
２
０
１
０

年
１
月
に
は
、
日
本
年
金
機

構
が
発
足
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
社
会
保
険
庁
が
廃
止
に
な

り
、
組
織
形
態
は
大
き
く
変

化
す
る
こ
と
に
な
る
。

田
中
支
部
長
は
、
業
務
の

集
約
化
の
た
め
、
職
場
か
ら

職
員
が
減
少
し
、
疲
労
の
蓄

積
も
限
界
に
き
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、「
協
会
け
ん
ぽ
職

場
に
お
い
て
も
、
労
働
条
件

が
守
ら
れ
ず
、
労
組
は
立
ち

上
げ
る
も
課
題
が
山
積
し
て

い
る
状
況
だ
、
労
働
条
件
の

整
備
も
急
務
だ
」
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
、「
１
カ
月
間
に

２
回
の
休
暇
取
得
な
ど
の
ペ

ー
パ
ー
を
流
す
だ
け
だ
」
と

社
保
当
局
が
管
理
者
責
任
を

果
た
し
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
た
。
今
後
に
つ
い
て

は
、「
労
組
が
考
え
て
、
仲
間

が
働
き
や
す
い
職
場
を
再
構

築
し
、
日
本
年
金
機
構
立
ち

上
げ
に
向
け
、
し
っ
か
り
立

ち
向
か
お
う
」
と
、
力
強
く

あ
い
さ
つ
し
た
。

政
府
は
、
今
年
７
月
「
日

本
年
金
機
構
の
当
面
の
業
務

に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
閣

議
決
定
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
懲
戒
処
分
歴
の
あ
る
職

員
は
採
用
し
な
い
と
な
っ
て

い
る
。
社
保
労
は
『
雇
用
の

場
の
確
保
』
を
最
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
む
。

今
後
１
年
間
、
組
合
員
が

「
仕
事
に
誇
り
や
生
き
が
い

を
持
ち
、
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
」
の
た
め
に
、
労
働

条
件
や
福
利
厚
生
な
ど
を
整

備
す
る
こ
と
が
課
題
だ
。

こ
の
大
会
で
、
田
中
支
部

長
が
退
任
し
、
新
た
に
岩
支

部
長
が
選
出
さ
れ
た
。

障労連絡会
１１
月
１５
日
、
自
治
労
道
本

部
障
害
労
働
者
連
絡
会
（
以

下
、
障
労
連
）
は
、
障
害
労

働
者
を
中
心
に
３５
人
が
参
加

し
、
北
農
健
保
会
館
で
第
８

回
総
会
を
開
い
た
。

障
労
連
は
、
組
合
員
の
属

性
や
職
種
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
る
課
題
を
現
場
ま
た

は
、
当
事
者
運
動
と
し
て
進

め
て
い
る
自
治
労
運
動
に
基

づ
い
て
活
動
し
て
い
る
。

障
害
者
が
、
安
心
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境

整
備
と
、
労
働
条
件
の
改

善
、
障
害
者
雇
用
の
促
進
を

め
ざ
し
て
い
る
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
広

田
ま
ゆ
み
道
議
会
議
員
（
札

幌
市
白
石
区
選
出
）
か
ら
、

道
議
会
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
北
海
道
に
お
け
る
障

害
児
・
者
に
関
す
る
条
例
に

関
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。

講
師
と
し
て
招
い
た
全
国

障
労
連
の
奥
山
事
務
局
長

（
神
奈
川
県
本
部
）
は
、
現

在
、
各
自
治
体
で
導
入
さ
れ

て
き
て
い
る
人
事
評
価
制
度

を
障
害
労
働
者
の
視
点
か
ら

検
証
し
問
題
提
起
し
た
。

本
総
会
で
は
、
０８
年
度
の

活
動
報
告
と
０９
年
度
の
方
針

等
を
確
認
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
職

場
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
、
障

労
連
の
取
り
組
み
の
推
進
が

確
認
さ
れ
た
。

障
害
者
雇
用
の
促
進

し
て

け
る

つ
く
ろ
う

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇雇
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
のののののののののののののののののののの
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』が
最
重
要
課
題

あいさつしているのは、田中支部長。今大会で退任した＝１１月
１５日、北農健保会館全道庁労連と札幌市職連を中心に参加者が集った

「「
ププ
ルル
ササ
ーー
ママ
ルル
計計
画画
」」４４
町町
村村
へへ
申申
しし
入入
れれ

交交
付付
金金
よよ
りり
安安
全全
性性

泊
原
発
３
号
機
プ
ル
サ
ー

マ
ル
計
画
は
、
有
識
者
検
討

会
議
が
１１
月
１６
日
に
開
催
し

た
第
８
回
会
合
に
お
い
て

「
安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
」

と
し
て
計
画
を
容
認
す
る
最

終
報
告
素
案
を
ま
と
め
た
。

今
後
、
１２
月
１４
日
に
開
催
の

第
９
回
会
合
で
最
終
報
告
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
を

受
け
て
、
道
や
地
元
４
町
村

が
計
画
受
け
入
れ
の
是
非
を

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
情
勢
を
う
け
、

道
本
部
は
１１
月
２１
日
に
地
元

４
町
村
（
神
恵
内
村
・
松
屋

副
村
長
、
岩
内
町
・
吉
田
副

村
長
、
泊
村
・
牧
野
村
長
、

共
和
町
は
山
本
町
長
）
に
、

次
の
よ
う
な
申
し
入
れ
を
行

っ
た
。
�
実
用
規
模
実
証
試

験
の
実
施
�
必
要
性
の
是
非

に
つ
い
て
し
っ
か
り
検
討
す

る
こ
と
�
地
元
住
民
と
の
十

分
な
検
討
・
意
見
交
換
を
保

障
す
る
た
め
に
も
「
年
度
内

に
判
断
せ
よ
」
と
の
条
件
の

撤
回
を
求
め
る
こ
と
。
�
住

民
投
票
を
実
施
し
、
住
民
の

意
思
を
把
握
し
て
最
終
判
断

を
行
う
こ
と
。

意
見
交
換
の
な
か
で
、
４

町
村
が
共
通
し
て
「
最
終
報

告
書
が
提
言
さ
れ
た
ら
議
会

（
委
員
会
）
で
の
審
議
、
住

民
と
の
地
域
懇
談
会
を
開
催

し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
共
和
町
長
は
、「
プ
ル
サ

ー
マ
ル
の
実
用
規
模
実
証
試

験
は
必
要
、
交
付
金
よ
り
安

全
性
の
確
保
の
た
め
住
民
と

の
懇
談
が
大
事
」と
話
し
た
。

道
本
部
は
今
後
、
道
に
も

申
し
入
れ
を
行
う
予
定
。

地元４町村に、それぞれ申し入れを行った。写真左、泊村・
牧野村長、右奥が杉谷副委員長、手前が小桧山政治部長

時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
に
つ
い
て
、

月
６０
時
間
を
超
え
た
部
分
に
５０
％
増
し
に

す
る
と
い
う
労
働
基
準
法
改
正
案
が
衆
議

院
を
通
過
し
ま
し
た
。
当
初
の
過
労
死
認

定
基
準
の
月
８０
時
間
超
に
適
用
と
い
う
政

府
案
を
修
正
し
て
の
可
決
で
し
た
。
そ
の

他
労
働
者
派
遣
法
、
最
低
賃
金
法
な
ど
、

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
労
働
者

に
つ
い
て
は「
研
修
・
技
能
実
習
制
度
」が

あ
り
、労
働
法
の
適
用
外
、休
日
も
な
く
長

時
間
労
働
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り
上
げ
て

の
外
国
人
管
理
な
ど
、
こ
の
制
度
の

も
と
に
非
人
道
的
な
労
働
環
境
で
働

い
て
い
る
方
々
が
沢
山
い
ま
す
。
私

の
と
こ
ろ
に
も
山
梨
か
ら
大
け
が
を

し
な
が
ら
逃
げ
て
き
た
中
国
人
の
仲
間
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
劣
化
し
た
と
い
わ
れ

る
日
本
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に

も
、
政
権
交
代
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
�

幌
延
デ
ー

核
持
ち
込
み
許
さ
な
い

１１
・
２３
幌
延
デ
ー
は
、
新

た
な
情
勢
の
下
で
開
催
さ
れ

１
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

新
た
な
情
勢
と
は
、「
実
規

模
設
備
整
備
事
業
」
の
こ
と

で
、
地
層
処
分
Ｐ
Ｒ
施
設
を

新
設
し
、
地
下
に
お
い
て
地

層
処
分
の
実
証
試
験
を
行
う

計
画
。
深
地
層
研
究
所
の
事

業
主
体
で
あ
る
原
子
力
開
発

機
構
は
、「
共
同
研
究
」
と
称

し
て
整
備
事
業
の
主
体
で
あ

る
原
環
セ
ン
タ
ー
と
の

契
約
を
１０
月
３０
日
に
済

ま
せ
る
な
ど
既
成
事
実

化
が
進
ん
で
い
る
。
原

環
セ
ン
タ
ー
は
、
核
廃

棄
物
処
分
実
施
主
体
で

あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る

地
層
処
分
の
資
金
管
理

を
行
い
、
放
射
性
廃
棄

物
の
処
理
・
処
分
体
制

の
確
立
を
推
進
す
る
組

織
。
そ
の
た
め
周
辺
自

治
体
や
住
民
は
、
将
来
「
最

終
処
分
場
」
と
の
不
安
を
募

ら
せ
る
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
山

田
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
は

「
町
長
が
新
た
な
事
業
の
誘

致
を
秘
密
裏
に
進
め
た
。
事

業
の
施
工
は
大
手
が
独
占
し

幌
延
町
の
建
設
業
は
倒
産
、

振
興
策
に
な
っ
て
な
い
。
処

分
場
に
つ
な
が
る
事
業
は
止

め
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

デ
モ
行
進
す
る
青
年
部
�
１１
月
２３

日
、
幌
延
町 劣

化
し
た
労
働
環
境
を

改
善
さ
せ
よ
う

書
記
の
異
動（
１２
月
１
日
付
）

１２
月
１
日
付
け
で
、
書
記

が
異
動
に
な
っ
た
。

【
企
画
総
務
局
】
企
画
総
務

部
次
長
�
杉
谷
和
子
（
企
画

総
務
部
・
教
育
情
宣
部
担

当
）、萩
原
直
（
青
年
部
・
教

育
情
宣
部
担
当
）、高
田
将
平

（
連
合
北
海
道
派
遣
）

【
組
織
労
働
局
】
賃
金
労
働

部
次
長
�
小
杉
由
美
子
、
組

織
部
次
長
�
大
島
進

【
総
合
政
策
局
】
公
共
サ
ー

ビ
ス
政
策
部
次
長
�
岡
本
宜

久
（
衛
生
医
療
評
・
社
会
福

祉
評
担
当
）

【
自
治
労
共
済
北
海
道
支

部
】
事
業
部
副
部
長
�
近
藤

哲
也
、
損
害
調
査
部
副
部
長

�
根
本
圭

３
度
目
の

専

従
。
今
定
期
大
会

で
そ
の
任
に
着
い

た
。
思
い
起
こ
せ

ば
、
職
場
に
入
っ

て
青
年
運
動
に
出

会
い
、
多
く
の
仲

間
と
酒
を
酌
み
交

わ
し
夜
中
ま
で
議
論
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
は
体
力
の
衰

え
を
実
感
せ
ざ
る
得
な
い
も

の
の
、
誘
わ
れ
れ
ば
嫌
と
言

え
な
い
。
根
っ
か
ら
の
交
流

好
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

酒
を
飲
ま
な
い
と
語
れ
な
い

の
か
！
と
の
お
叱
り
も
あ
ろ

う
と
思
う
が
、
人
間
観
察
に

は
極
め
て
有
効
で
あ
る
。結

果
、信
頼
関
係
も
生
ま
れ
る

場
合
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
ス
タ
イ
ル
を
体
力
の
続
く

限
り
貫
き
通
し
た
い
。
過
去

の
専
従
で
職
場
に
復
帰
し
た

際
、
仕
事
上
で
の
浦
島
太
郎

状
態
を
２
度
経
験
し
た
。し

か
し
、労
働
運
動
の
指
導
部

隊
と
実
践
部
隊
の
往
復
は
、

自
分
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

だ
と
感
じ
て
い
る
。
単
組
組

合
員
の
想
い
と
執
行
部
の
苦

悩
、
そ
し
て
道
本
部
へ
の
期

待
も
経
験
上
、
手
に
取
る
よ

う
に
解
っ
て
い
る
つ
も
り
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
忘
れ

な
い
で
道
本
部
運
動
の
前
進

に
向
け
て
頑
張
り
た
い
。
衆

議
院
解
散
総
選
挙
も
目
の
前

に
あ
る
。今
は
、北
見
市
長
選

挙
に
全
力
を
尽
く
す
。

（
大
出

彰
良
）
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